
項目 2014年度行動計画 2014年度活動実績 2015年度行動計画

1
技術による
世界への貢献

事業活動を
通じた
社会課題の
解決への貢献

• �重点戦略分野として注力する「ICT」
「自動車」「産業機器・エネルギー」に
おいて、社会課題の解決に貢献する
製品開発の促進継続

• �非接触給電（ICT）、ポジションセンサ
（自動車）、NTC温度センサ素子（産
業機器・エネルギー）などの開発を促
進

• �重点戦略分野として注力する「ICT」
「自動車」「産業機器・エネルギー」に
おいて、社会課題の解決に貢献する
製品開発の促進継続

2
人材の育成

モノづくり改革を
推進する
人材の育成

• �モノづくり伝承塾の実施継続
• �チーム編成に応じた海外展開実施

• �モノづくり伝承塾実施�
（2014年度5名参加）

• �モノづくり伝承塾の実施継続
• �チーム編成に応じた海外展開実施

グローバル
人材の育成

• �グローバル人事機能の充実
• �異文化コミュニケーション研修、IMD
研修継続
• �海外トレーニー制度の定着継続

• �欧州における営業活動の統合、教育
ツール等の共通化推進実施
• �異文化コミュニケーション研修
（2014年度106名参加）、IMD研修
（2014年度19名参加）継続実施
• �海外トレーニー制度の定着（2014年
度4名参加）

• �グローバル人事機能の充実継続
• �異文化コミュニケーション研修、IMD
研修継続
• �海外トレーニー制度の定着継続

CSRの社内啓発 • �e-ラーニング継続実施と対象の拡大
（すでに実施済拠点での年1回の継
続実施と新規グループ会社へのアプ
ローチ）
• �新入社員教育、主事研修における企
業倫理・CSR教育の継続実施
• �IMD研修でのCSR啓発継続

• �e-ラーニング継続実施と対象の拡大
実施
• �新入社員教育、主事研修における企
業倫理・CSR教育の実施
• �IMD研修でのCSR啓発実施
• �コンプライアンス教育を　　　　　
ワールドワイドで実施

• �実施コンテンツの体系を整理し、　　
e-ラーニングを継続実施
• �新入社員教育、主事研修における企
業倫理・CSR教育の継続実施
• �IMD研修でのCSR啓発継続
• �コンプライアンス教育を個別計画

3
サプライチェーン
における
社会･環境配慮

CSR調達の
推進

• �お取引先様に対してのCSRチェック
シート定期改訂、指導継続
• �お取引先様CSR監査の実施と質の　
向上
• �労働人権を中心としたCSRのトレー
ニングを人材派遣会社へ実施

• �お取引先様に対してのCSRチェック
シートにおける項目強化、指導継続
（2014年度 改善指導社数 13社）
• �お取引先様CSR監査の実施（2014年
度 13社）
• �労働人権を中心としたCSRのトレー
ニングを人材派遣会社へ実施

• �お取引先様に対してのCSRチェック
シート定期改訂、指導継続
• �お取引先様CSR監査の実施拡大
• �労働人権を中心としたCSRのトレー
ニングを人材派遣会社へ実施

紛争鉱物
（コンフリクト
ミネラルズ）
対応

• �紛争鉱物に関するSEC最終規則の解
釈についての情報収集と動向の把握
継続
• �お客様への適宜な対応継続
• �新規購入品における定期的な調査実
施と既存購入品における製錬所特定
の向上
• �SEC最終規則の解釈に応じた社内体
制の整備

• �JEITA責任ある鉱物調達検討会参画
を通じた情報収集と動向の把握実施
• �お客様への2014年度回答実績：
2,489件
• �お取引先様からの調査票回収率：
99％
• �サプライヤーのデューディリジェンス
について、具体的内容の明言がない
ため、2013年に見直した調査回答体
制を継続

• �紛争鉱物に関するSEC最終規則の解
釈についての情報収集と動向の把握
継続
• �お客様への適宜な対応継続
• �新規購入品における定期的な調査実
施と既存購入品における製錬所特定
の向上継続
• �SEC最終規則の解釈に応じた社内体
制の整備継続

お客様への
CSR対応

• �製造拠点におけるTDK CSRセルフ
チェックの定期的実施と労働・企業倫
理に関するリスク管理レベルの向上
推進
• �1回/2年の第三者監査実施継続（お
客様からの要請含む）
• �お客様からのCSR調査・監査依頼へ
の迅速かつ適宜な対応

• �製造拠点におけるTDK CSRセルフ
チェックの定期的実施と労働・企業倫
理に関するリスクアセスメントの推進
• �第三者機関による自主監査の実施
（中国5拠点）
• �お客様からのCSR調査・監査依頼へ
の迅速かつ適宜な対応

• �製造拠点におけるTDK CSRセルフ
チェックの定期的実施と労働・企業倫
理に関するリスクアセスメントの改善
推進
• �1回/2年の第三者監査実施継続（お
客様からの要請含む）
• �お客様からのCSR調査・監査依頼へ
の迅速かつ適宜な対応

4
地球環境との
共生

環境活動の推進 • �  「TDK環境活動2020」に基づく環境
活動推進
•�「カーボンニュートラルの達成」
　 • �生産活動に伴うCO2排出量（環境

負荷量）の削減：107万t-CO2以下
　 • �製品によるCO2排出削減量（環境

貢献量）の拡大：70万t-CO2以上
の貢献量達成

• �  「TDK環境活動2020」に基づく環境
活動推進
•�「カーボンニュートラルの達成」
　 • �生産活動に伴うCO2排出量（環境

負荷量）：106.8万t-CO2
　 • �製品によるCO2排出削減量（環境

貢献量）：125.1万t-CO2

• �  「TDK環境活動2020」に基づく環境
活動推進
•�「カーボンニュートラルの達成」
　 • �生産活動に伴うCO2排出量（環境

負荷量）の削減：105万t-CO2以下
　 • �製品によるCO2排出削減量（環境

貢献量）の拡大：105万t-CO2以上
の貢献量達成

日本独自の磁性材料フェライトの工業化が創業の原点であるTDK。以来、独自の技術開
発を通じて、社会の発展を支える製品を創造し続けてきました。「技術による世界への貢
献」は、TDKの事業を通じた社会への貢献であり、今後もその考えは変わることなく、
高品質な製品・サービスの提供を通じて、社会の発展に貢献し続けたいと考えています。

技術による世界への貢献

多様化するエレクトロ二クス分野へ対応すべく新製品
開発の強化拡大に努め、特に、次世代記録関連製品、移
動体通信関連のマイクロエレクトロ二クスモジュール
や、素材技術と設計技術を基盤とし、省エネルギーと
環境に配慮した車載用や次世代インフラ用デバイスの
研究開発に注力しました。

研究開発費

706億円

「	Top100
	 グローバル・
	 イノベーター」 3年連続

93.4％

重点3市場の売上比率※

重点3市場と重点5事業

1

当社では、厳しい競争環境を勝ち抜くため、ここ数年、
事業ポートフォリオの見直しや、生産拠点の最適化と
いった構造改革を実施。これらに一定の目途がついた
ことから、大規模な構造改革を終了しました。2014
年度より「重点3市場と重点5事業」に経営資源を集
中することで、成長を確かなものにするとともに、各
セグメントで収益を上げられるバランスのとれた利益
構造に転換していきます。　
※HDDヘッドおよびサスペンションを含む

※ICT：Information and Communication Technology（情報通信技術）

重点5事業

ICT※ 産業機器・
エネルギー

自動車

・インダクティブデバイス
・高周波部品
・圧電材料部品
・HDDヘッド
・二次電池

2015 年 1 月、TDK は、トムソ
ン・ロイター（米国ニューヨー
ク）より「Top 100 グローバ
ル・イノベーター 2014」を受
賞しました。当社が選定される
のは、3年連続になります。 本
賞は、特許出願だけでなく、世
界規模で優れた発明を推進して
いる企業や研究機関を評価する
ものです。選考基準は、「特許
数」「成功率」「特許ポートフォ

リオの世界的広がり」「引用における特許の影響力」が
ベースとなっており、TDKは「特許数」「成功率」お
よび「引用における特許の影響力」で高い評価をいた
だきました。

　TDKグループでは「創造によって文化、産業に貢献する」という社是の実践を通じて、
サステナブルな社会、企業の実現を目指しています。

　また、社会および自社への影響度や重要度を考慮し、「CSR観点での重要な活動項目」として
4点を選定し、PDCAサイクルを実行。ここでは、各活動項目について、

2014年度の活動実績と2015年度の行動計画を報告します。

「CSR観点での重要な活動項目」についての進捗状況
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